
第8次医療計画　在宅医療ロジックモデル（案）

番
号 C初期アウトカム

番
号 B中間アウトカム B中間アウトカム指標

番
号 A分野アウトカム A分野アウトカム指標

1 ★C101　退院調整支援担当者を配置している一般診療所数 ―

2 ★C102 退院調整支援担当者を配置している病院数 ―

1 C201　訪問診療を実施している診療所・病院数 ―

2 C202　訪問看護事業所数 ―

3 ★C203　訪問薬剤指導を行う薬局数 ―

4 C204　訪問歯科診療を実施している歯科診療所 ―

5 C205　在宅療養支援診療所・病院数 ―

6 C206　在宅療養後方支援病院数 ―

7 ★C207　在宅療養支援歯科診療所数

8 ★C208　情報通信機器を用いた診療を行う診療所・病院数 ―

1 C211　訪問診療を実施している診療所・病院数（再掲） ―

3 C213　訪問看護事業所数（再掲） ―

4 ★C214　訪問看護従事者数 ―

5 ★C215　訪問薬剤指導を行う薬局数 ―

6 C216　訪問歯科診療を実施している歯科診療所（再掲） ―

7 B217　在宅療養支援診療所・病院数（再掲） ―

8 B218　在宅療養後方支援病院数（再掲） ―

9 B218　在宅療養支援歯科診療所数（再掲） ―

1 C221　在宅療養支援診療所・病院数（再掲） ―

2 C222　在宅療養後方支援病院数（再掲） ―

3 C223　在宅療養支援歯科診療所数（再掲） ―

1 C301　往診を実施している診療所・病院数 ―

2 ★C302　24時間往診を実施している診療所・病院数 ―

3 C303　在宅療養支援診療所・病院数（再掲） ―

4 ★C304　24時間対応体制を実施している訪問看護事業所 ―

5 ★C305　24時間対応体制を実施している訪問看護従事者数 ―

1 C311　在宅療養支援診療所・病院数（再掲） ―

2 C312　在宅療養後方支援病院数（再掲） ―

1 C401　在宅看取りを実施している診療所・病院数 ―

2

【在宅医療提供体制の充実】
日常の療養支援に関する体制の構築ができ
ている

B201　訪問診療を受けた患者数
★B202　訪問診療を受けた患者数（15歳未満）
★B203　訪問看護利用者数
★B204　訪問看護利用者数（15歳未満）

在宅看取りを実施する医療機関の整備

4

【患者が望む場所での看取りに関する体制
の充実】
患者が望む場所での看取りに関する体制の
構築ができている

★B401　在宅看取りの数

在宅医療を担う関係機関の連携体制の構築を促進

24時間往診等が可能な体制整備を促進

3
【急変時の対応体制の充実】
急変時の対応可能な体制が構築できている

★B301　往診を受けた患者数

在宅療養患者を円滑に受け入れる体制整備を促進

1

誰もが尊重され、その人らしい生活
が実現できるよう地域で支えるしく
みが構築できている

★A101　各地域における在宅医療の自己完結率

入院医療機関と在宅医療に係る機関との連携体制の構築を促進

1

【円滑な在宅移行への支援の充実】
円滑な在宅療養移行に向けての退院支援に
関する体制の構築ができている

★B101　退院支援を受けた患者数

在宅医療を担う医療機関の整備を促進

医師・福祉・介護関係者等の多職種を対象とした研修を実施

【 ロジックモデル作成における考え方 】

・指標について、継続的に取得可能か確認中のものを含む

・★印のついた指標は、現行計画には位置づけしていない

・指標に対する施策を記載
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新 入退院調整支援事業（仮称）

・入退院調整担当者への人件費補助（初期経費）

・入退院時連携強化研修

在宅医療体制構築事業

・県全域、保健福祉事務所圏域で在宅医療に

係る課題の抽出や施策の検討を行う

訪問看護推進支援事業

・訪問看護を推進する事業の企画等を検討す

る

在宅医療設備整備費補助

・在宅医療を提供する異教機関がオンライン診

療を新たに導入する際の初期経費を補助

在宅歯科医療連携拠点運営事業

・在宅歯科医療を行う診療所を増加させるため

の研修や在宅歯科医療参集に向け歯科医療

機器の貸出を行う

在宅医療トレーニングセンター研修事業

・医療、介護従事者の在宅医療スキル習得向

上に向けて、研修を行う

在宅医療体制構築事業（再掲）

・各保健福祉事務所単位で、地域毎の課題に

応じた研修、講演会を行う

・地域リハビリテーションに関する研修を行う

地域在宅医療推進事業

・郡市医師会が、市町村と連携し、地域の課題

を踏まえて研修を行う

訪問看護ステーション等研修事業

・訪問看護STと医療機関等の看護職員が一堂

に介した研修を行う

在宅歯科医療連携拠点運営事業（再掲）

・在宅歯科医療に係る多職種連携の促進に向

けた研修を行う

在宅医療多職種連携推進事業

・薬局の薬剤師が在宅医療に参画できるように

するため、多職種との連携強化を促進する

在宅看取り検案研修事業

・在宅での看取りや検案に対応できる医師を育成

するために研修を行う

地域ケア多職種協働推進研修事業（再掲）

・終末期の在宅医療・介護における多職種連携

について必要な知識の習得、向上を図るため研

修を行う

在宅医療体制構築事業

・県全域、保健福祉事務所圏域で在宅医療に係

る課題の抽出や施策の検討を行う

在宅歯科医療連携拠点運営事業

・在宅歯科医療の推進に向け、医科、歯科、介護

職が参画する協議会を開催

地域在宅医療推進事業

・郡市医師会が、市町村と連携し、地域の課題

を踏まえて研修を行う（バックアップ体制）

病院救急車活用モデル事業

回復期病床等転換施設整備費補助

個別施策

資料１別紙


